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要 旨

目的：｢見守り｣に関するモニター機器の使用によって、認知症患者の家族介護者への介護負担が、軽減

されるのかを調査し、次世代型介護技術の有用性を検討することを目的とした。 
研究方法：MEDLINE、PsycINFO、CINAHL Plus の 3 つのデータベースを用いて、全年を対象に検索を

行い、最終的に 3 件のシステマティックレビューを対象とした。 
結果：モニター機器が介護者の不安を軽減し、患者・家族どちらにも利益があると示した文献が 2 件で

あり、介護者の負担軽減に対して利益がなかったと示した文献が 1 件であった。使用されたモニター機

器は位置情報を用いた機器、センサー、アラームが多数を占めており、認知症患者の安全を守ること、

徘徊の検出を使用目的としていた。 
考察：介護負担を検討した文献が少ないことや、負担感の尺度として統一した指標を用いていないこと

から、結果の信頼性は、高いとは言えず、新たに評価指標を統一した研究を行う必要がある。 
 

キーワード：認知症、家族介護者、モニター機器、アンブレラレビュー 

Keywords：dementia, family caregivers, monitoring devices, umbrella review 

 
 
Ⅰ．緒言

認知症では、記憶障害、見当識障害、実行機能

障害、失行、失認などの症状が現れることから、

日常生活を一人で行うことが困難になり 1)、声か

けなどの援助が必要となるケースが多い。加えて、

身体機能が比較的自立している方であれば、徘徊

などの危険性も高く、行動への｢見守り｣の必要性

が高まる。実際に認知症患者と非認知症患者の介

護負担を比較した場合、認知障害あり群で選択さ

れた項目では｢常時監視の必要性｣が最も高くな

っており 2)、認知症患者の介護では、行動や日常

生活動作への｢見守り｣の時間が多くを占めるこ

とによって介護負担が、高くなることが予想され

る。この｢見守り｣の時間を減少させるため、政府

はロボットや ICT 等の次世代型介護技術の活用

を介護施設において推進しているが 3)、在宅でも

次世代介護技術を用いた介入を行うことで、介護

者の自由な時間を増やすことができる可能性が

ある。 
しかし、日本において在宅でのモニター機器の

使用は浸透していない。一方、海外では在宅での

モニター機器の使用を検討する介入研究や、それ

らをまとめたシステマティックレビューは一定

数存在する。 
そこで、今回はアンブレラレビューを行い、｢見

守り｣に関するモニター機器の使用が、認知症患

者の家族介護者への介護負担を軽減させるのか

について、海外での現状を概観することで、日本

の在宅介護における次世代型介護技術の有用性

を検討することを目的とした。 
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Ⅱ．研究方法

1. 研究デザイン 
本研究は、アンブレラレビューの方法を用い

る。アンブレラレビューは、定性的または定量

的、もしくはその両方で、同じリサーチクエス

チョンに対して、複数のシステマティックレビ

ューがある場合、方針決定の際に有用とされる

方法である 4)。 
 
2. 語句の定義 

本研究では、モニター機器を対象の状態を連

続的あるいは定期的に観察し、情報を収集でき

る機器と定義する。 
 

3. 選定基準 
以下の 1)～4)のすべてを満たすものとした。 
1) システマティックレビュー、スコーピン

グレビューであるもの 
2) 認知症患者の家族を対象としている文献

を含むもの 
3) 介護負担について言及している文献を含

むもの 
4) モニター機器を用いている文献を含むも

の 
 

4. 文献検索手順 
MEDLINE、PsycINFO、CINAHL Plus の 3 つの

データベースを用いて、全年を対象に検索を行っ

た。検索ワードとして、「認知症」and「家族介護

者 or 介護負担」and「テクノロジー」を用い、文

献の中でシステマティックレビュー、スコーピン

グレビューであるものを対象とした。(最終検索

日：2021/10/11) 
 

5. データ抽出と質の評価 
対象論文から著者、目的、検索期間、含まれる

文献数、モニター機器を使用した介入を含む文献

数、家族の介護負担を検討した文献数、限定・除

外要件、検索データベース、研究デザイン、機器

の特徴、評価や尺度、集めた研究の特徴、機器の

効果の 13 個のデータを抽出した。次に、文献の

質の評価として PRISMA を用いた。 
PRISMA はメタアナリシスの質を向上させる

ために国際研究グループによって作成された

｢QUOROM 声明｣という指針を改訂し、2009 年に

公表された指標である。この指標は、27 項目のチ

ェックリスト、および 4 段階のフローチャートで

構成されており、文献検索の方法、検索で絞られ

た論文内容の統合、バイアスの報告、エビデンス

の要約などを満たすプロセスが示されている。こ

の声明は、システマティックレビューおよびメタ

アナリシスの国際的規範とも言えるものである
5)ため、PRISMA を用いた。 
 
Ⅲ．結果

1． 検索結果(図 1) 
すべてのリソース (MEDLINE、PsycINFO、

CINAHL Plus)で全年を対象に検索を実施し、

Medline では 6 件、PsycINFO では 9 件、CINAHL
では 2 件抽出された。重複した文献を除いた 14
件の抄録とタイトルを参照し、家族を対象として

いない文献を除いた 10 件は全文を読んだ上で、

選定基準を満たした 3 件を対象とした。 
 
図 1 文献のスクリーニング 

 
 

2． 文献の特徴(表 1) 
1） 研究デザインと論文の質 

対象となった 3 件の文献は、スコーピング

レビューが 2 件、システマティックレビュー

が 1 件であった。また、PRISMA チェックリ

ストでの点数は、1 項目 1 点とすると 27 項

目のうち、9 点、19 点、20 点となっていた。 
 

2） 文献数 
対象となった 3 件のレビューの中に含ま

れている文献は、全部で 338 件となっており、

レビューの対象文献を記していない文献も

あったため、重複している文献については検

討できなかった。モニター機器を使用した介

入を含む文献は文献 1【Klara 他 ,2019】：
66/146(45％)、文献 2【Samantha 他,2021】：
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2/74(3％ )、文献 3【Noelannah 他 ,2018】：
61/118(51％)となっていた。徘徊を対象とし

た研究では、モニター機器の使用は多いが、

徘徊に限定しない研究では、モニター機器が

占める割合は少なく、文献 3【Noelannah
他,2018】では、徘徊のみを対象とした研究で

あったため、モニター機器を含む文献が多い

結果となった。 
次に、家族介護者を対象とした文献は、文

献 1【Klara 他,2019】: 0/146、文献 2【Samantha
他 ,2021 】： 1/74(3%) 、文献 3 【 Noelannah
他,2018】：14/118(11％)であり、すべての文献

において家族の介護負担を示す文献の占め

る割合は 5％であった。 
 
 
 

3） 使用されていたデータベース 
PsycINFO と CINAHL は、すべての文献で

用いられていた。次に、PubMed、Web of 
Science、Embase が、それぞれ二つの文献に

用いられていた。 
 

4） 検索期間 
検索を行った期間においては、すべて 1990

年～2018 年までの文献を対象としており、

2019 年～2021 年のものを対象とした文献は

存在しなかった。 
 

5） 言語 
すべてのレビューにおいて、英語の文献

を対象としており、文献 2【Samantha他,2021】
のみ、オランダ語、フランス語、スペイン

語を対象にしていた。 
 
 

表 1 文献の特徴 
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3． 文献の内容(表 2)  

表 2 文献内容 
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1)全体の結果 
文献 1【Klara 他,2019】、文献 3【Noelannah

他,2018】に含まれる文献では、モニター機器

の使用が、介護者の不安軽減や介護者の自由

な時間に繋がることで、患者・家族どちらに

も利益があると示す内容であった。一方で、

文献 2【Samantha 他,2021】に含まれる文献で

は、介護者の負担軽減に対して顕著な効果は

見られなかったと示した。 
 

2)アウトカム指標の内容 
家族の介護負担に対する評価方法は、介護

負担感・ウェルビーイング・疲労感・ストレ

スと様々であり、統一されたものはなかった。

加えて、モニター機器の評価項目としてその

装置の使いやすさや、性能も多く含まれてい

た。全体的に、モニター機器の評価項目とし

て機器の性能や使いやすさなどを調査して

いる論文が多いのに対し、家族の介護負担を

調査している論文は少数であった。 
 

3)認知症の程度によるモニター機器の利用 
への影響 

文献 1【Klara 他,2019】のみで示されてい

た。この文献によると、軽度では、患者・介

護者共に利益のある結果であり、どちらも積

極的に使用していたが、中程度～重度では患

者は積極的に用いることなく、介護者のみが

積極的に使用すると述べられていた。 
 

4)モニター機器の内容(表 3) 
全ての文献において、使用されたモニター

機器は、位置情報を用いた機器・センサー・

アラームが多数を占めていた。モニター機器

の主な使用目的は、文献 1【Klara 他,2019】、
文献 2【Samantha 他,2021】では認知症患者の

安全を守ること、文献 3【Noelannah 他,2018】
では徘徊の検出であった。すべての文献の中

で、機器を用いた期間を示している文献はな

かった。 
 
 
 
 
 
 

表 3 モニター機器の特徴 

 
 
 

 
Ⅳ．考察 

本研究では、認知症患者の家族介護者に対し、

見守りに関するモニター機器の介入により、介

護者の介護負担は軽減されるのかを調査し、次

世代型介護技術の有用性を検討することを目

的とした。結果として、使用されているモニタ

ー機器には、位置情報を用いたもの・アラーム

やセンサーを用いたものの 2 種類があり、介護

者の不安を軽減し、安心感を与えることで患

者・介護者どちらにも利益があることが示され

た。 
しかし、介護負担の検討方法について課題も

示された。モニター機器は、患者の自立した生

活と家族の見守りや、気にかける時間を減らす

ことで、介護負担を軽減させることが大きな目

的の一つであり 6)、介護負担について考察する

ことは機器の効果を裏付ける指標となる。しか

し、介護負担について検討した文献は全体で少

なく、介護負担の尺度も統一した指標を用いて

いなかった。これはモニター機器の比較などを

行いにくく、結果の信頼性を損なうものである。

介護者は、機器の使用の初期段階では拒否反応

を示すが、利点が認識されると良好な反応にな

るという報告 7)もあり、介護負担感を正確に検

討することで、在宅でのモニター機器の使用を

より推進することにも繋がる可能性がある。 
また、モニター機器の使用方法について、認

※１ この数にはリマインダーや音声ガイドなども含まれており、内訳について 
記載がなかったため、すべてを含んだ文献数を表記している。 

※２ 個々の機器への家族の声を聞いているわけではなく、何個の機器が有効で 
あるかは示されていなかった。 
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知症の段階に合わせた利用方法が考えられて

いないことが示された。認知症が進行すると、

機器の使い方が分からなくなる等の変化が起

こるが、認知症の程度に合わせた使用方法の検

討は、文献 1【Klara 他,2019】のみでしか考慮

されておらず、機器の有効性が低下してしまっ

た可能性がある。また、機器の介入期間を調査

した文献はなく、機器の使い方や利点を理解出

来ないまま終了してしまった研究があること

も予想される。以上のことから、モニター機器

が認知症患者の認知機能の程度に応じた使用

方法、使用期間を検討し、一人一人に合わせた

機器の利用方法を検討することが必要である。 
最後に、認知症患者のプライバシーやセキュ

リティについて検討する必要がある。文献 3
【Noelannah 他,2018】のみ倫理的懸念について

触れているが、この文献で対象となった 118 件

のうち、プライバシーを保証するためのアプロ

ーチやポリシーを使用している文献は 36 件と

少数であった。技術導入をする際には、倫理・

制度・人権の三点を配慮する必要があり、倫理

的には認知症高齢者を管理するためではなく、

理解するために技術を用いることが求められ

る 8)。また、モニター機器の使用は強制すべき

ものではなく、可能であれば認知症の人が意思

決定に関与し、その同意を求める必要がある 9)。

以上のことから、モニター機器への患者の心情

や抵抗感を考慮する必要がある。また、中程度

～重度の認知症の人は、自分で意思決定を行う

ことが難しい可能性もあるため、家族や代理の

意思決定者にも情報を提供し、意志決定を支援

する必要がある。 
以上のことから、在宅でのモニター機器使用

における介護負担への効果を検討したレビュ

ーを行うこと、ロボット・ICT 等の次世代型介

護技術の活用が拡大していく中で、認知症の段

階に合わせた使用方法やプライバシーへの配

慮を検討されることが必要であると示された。

今後、患者・介護者が使いやすく、介護者の負

担軽減に寄与するモニター機器が開発され、高

齢者医療に貢献できる可能性をより高めるこ

とに期待したい。 
 
 
 
 

Ⅵ．結語 
モニター機器の介入は、介護者の不安を軽減

し、安心感を与えることで、介護者の精神的負

担を減少させ、介護負担を軽減することが出来

ると考えられる。一方で、結果の信頼性は高い

とは言えず、家族介護者に着目し、評価指標を

統一した新たなレビューを行うことが必要で

あると考えられる。 
 
Ⅶ．利益相反 
本研究に開示すべき COI 状態はない。 
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